
市民のうごき
昭和59年12月末現在

39，798人(十13)

19，008人(十15)

20，790人(-2) 

12、473世帯 (十 4) 

240.93平方キロメ トル

づ三号ふ昭和60年

口

数

積
男

女

帯

人

世

面す、?ゥ、1:0'、2月号
No.350 

編集:市長公室大洲市役所発行昭和60年 2月1日発行

天
保
十
年
十
月
一
巳
、
大
洲
町
中
町
一
丁
目
塩
問

屋
麓
屋
半
兵
衛
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
師
常
磐
井

厳
支
の
勧
め
と
秘
仏
〈
二
宮
敬
作
の
縁
に
よ
り
長
崎
に

遊
学
、
蘭
医
シ
l
ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
一
八
五
八

年
(
安
政
五
)
、
長
崎
か
ら
大
洲
へ
帰
っ
た
諸
淵
は

持
ち
帰
っ
た
電
信
機
械
の
実
験
を
行
い
、
約
一
キ
口
出

の
銅
線
を
架
設
し
、
そ
の
実
験
に
成
功
し
た
。
こ
の

と
き
の
電
信
機
械
実
験
の
成
功
は
日
本
で
最
初
の
も

の
で
あ
っ
た
。

一
八
六
八
年
、
大
阪
に
開
設
さ
れ
た
医
学
校
兼
病

院
(
現
大
阪
大
学
医
学
部
)
に
、
政
府
の
命
に
よ
っ

て
出
向
し
、
通
訳
と
秘
書
を
兼
ね
て
大
学
小
助
教
と

な
っ
た
。
一
八
七
一
年
、
政
府
は
文
部
省
を
設
置
し

東
京
医
学
校
を
創
設
し
た
が
、
諸
淵
は
東
京
に
招
か

れ
て
、
文
部
中
助
教
と
な
り
東
京
医
学
校
の
教
育
に

た
ず
さ
わ
っ
た
。
一
八
七
六
年
大
阪
に
帰
り
、
大
阪

病
院
一
等
医
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

東
京
に
大
病
院
を
設
け
、
医
学
界
の
画
期
的
な
進

歩
を
図
ろ
う
と
夢
み
て
い
た
が
、
明
治
十
年
十
月
、

病
の
た
め
逝
去
し
た
。
三
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
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ずお

大
洲
市
総
合
計
画
基
本
構
想
ま
と
ま
る

お

12月定例市議会

広報

補
正
総
額
二
億
九
千
八
百
二
十
五
万
円

十
二
月
定
例
市
議
会
が
、
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
二
月
二

十
二
日
ま
で
の
九
日
閣
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
補
正
予
算
案
件
六

件
、
条
例
関
係
二
件
、
そ
の
他
六
件
の
計
十
四
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
八
年
度
大
洲
市

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
要
旨

国
家
財
政
の
動
向
は
、
行
政
改
革
と

財
政
再
建
を
引
続
き
強
力
に
進
め
る
こ

と
を
基
本
に
、
規
模
を
厳
し
く
抑
制
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
財

政
に
お
い
て
も
地
方
交
付
税
及
び
国
庫

支
出
金
な
ど
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
情

勢
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
大
洲
市

の
財
政
事
情
も
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
こ
そ
、

す
べ
て
の
社
会
資
源
を
活
用
し
、
さ
ら

に
英
知
を
結
集
し
て
一
一
層
地
域
経
済
の

活
性
化
と
市
民
生
活
の
安
定
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
市
民
生
活
に
直
結
す
る

公
共
事
業
の
拡
大
を
は
じ
め
、
諸
施
策

の
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
幸
い
に
し
ま
し
て
、

国
・
県
の
ご
理
解
と
議
会
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
、
本
年
度
計
画
し
て
い
る
諸
事

業
も
お
お
む
ね
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
お
、
徹
底
し
た
行
財
政
運
営
の
合

理
化
、
効
準
化
を
図
り
つ
つ
、
市
民
の

幸
せ
を
求
め
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は
|
1
i

一
般
会
計
二
億
九
百
九
十
九
万
円

特
別
会
計
七
千
三
百
三
十
八
万
円

企
業
会
計
千
四
百
八
十
八
万
円

計
二
億
九
千
八
百
二
十
五
万
円

今
年
度
の
予
算
累
計
は
、
百
五
十
六

億
五
千
三
百
七
十
六
万
円
と
な
り
、
昨

年
同
期
に
比
べ
、
五
・
九
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

般

ム一
A

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
累
計

は
百
二
億
五
千
三
百
六
十
一
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
七
億
千
八
百
五

十
五
万
円
(
七
・
五
%
)
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総
務
費
で
は
、
集
会
所
建
設
事
業
・
整

備
事
業
補
助
金
に
六
百
四
十
二
万
円
。

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
と

し
て
道
路
改
良
お
よ
一
び
下
排
水
路
改
良

事
業
費
に
千
二
百
十
五
万
円
。
厚
生
寮

改
築
事
業
に
七
百
五
十
七
万
円
。

衛
生
費
で
は
、
地
域
の
救
急
医
療
施
設

整
備
の
た
め
に
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、

東
宇
和
郡
な
ど
に
お
い
て
病
院
郡
輪
番

制
に
よ
る
医
療
機
器
な
ど
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
補
助
金
に
二
千
万

円。農
林
水
産
業
費
で
は
、
水
田
の
転
作
営

農
定
者
化
促
進
事
業
補
助
金
に
百
四
十

万
円
。新
規
養
蚕
業
者
お
よ
び
後
継
者
の
育

成
、
桑
園
造
成
な
ど
養
蚕
集
落
の
再
編

成
を
行
う
地
域
養
蚕
集
落
再
編
対
策
事

業
補
助
金
に
五
百
八
十
二
万
円
。

大
洲
の
タ
ケ
ノ
コ
を
H

朝
ぎ
り
タ
ケ

ノ
コ
H

と
し
て
特
定
銘
柄
化
す
る
事
業

の
補
助
金
に
百
十
万
円
。

し
い
た
け
計
画
生
産
地
整
備
事
業
補

助
金
に
三
百
三
十
万
円
。
農
村
基
盤
総

合
整
備
事
業
に
六
百
八
万
円
。
ス
ギ
カ

ミ
キ
リ
等
伐
倒
駆
除
事
業
補
助
金
に
八

十
万
円
。
打
越
林
道
舗
装
事
業
に
六
百

四
万
円
。

土
木
費
で
は
、
道
路
お
よ
び
下
排
水
路

な
ど
の
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
地

域
振
興
整
備
事
業
、
県
単
独
補
助
道
路

整
備
事
業
、
地
域
環
境
整
備
事
業
を
合

せ
て
五
千
万
円
。

道
路
維
持
な
ど
の
原
材
料
費
に
六
百

万
円
。

そ
の
他
の
議
案

大
洲
市
総
合
計
画
基
本
構
想

大
洲
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
を
図
る
た
め
、
基
本
構
想
を
定

め
、
も
っ
て
、
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
三

1
五
頁
で
説
明
し
て

い
ま
す
。

大
洲
市
土
地
利
用
計
画

大
洲
市
の
も
つ
自
然
的
、
社
会
的
、

経
済
的
お
よ
び
文
化
的
条
件
を
十
分
に

配
慮
し
て
、
土
地
利
用
計
画
を
定
め
、

も
っ
て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の

確
保
と
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

利
用
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広

報
三
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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人

事

案

件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

壬
4
4
a
 尾
上
利
則
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
で
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

-
梶
谷
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一
(
西
大
洲
・
五
十
二
蔵
)
新



昭和70年目標
大洲市総合計画

ずおお広報

基本構想

まとまる

昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施
行
し
た
大
洲
市
は
、
一
二
十
歳
の
誕
生
日
を
昨
年
九

月
に
祝
い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
い
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。
大
洲
市
の
こ
れ
か
ら

の
あ
る
べ
き
姿
、
目
標
を
定
め
た
「
大
洲
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

活
力
と
魅
力
あ
る
都
市
へ

大
洲
市
は
、
昭
和
ム
一
十
九
年
の
第
一

次
新
市
建
設
計
画
以
来
、
数
次
に
わ
た

る
総
合
計
画
を
策
定
し
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
つ
つ
、
地
域
の
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
高
度
経

済
成
長
と
と
も
に
都
市
集
中
を
軸
と
し

て
、
地
域
の
社
会
経
済
、
市
民
生
活
は

根
本
的
な
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
は
、
市
の
一
体
性
を

確
立
す
る
た
め
に
、
四
十
年
代
は
新
し

い
地
域
構
造
を
確
立
す
る
た
め
に
、
そ

し
て
五
十
年
代
は
、
過
去
-
一
十
年
の
成

果
を
ふ
ま
え
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
市
民
生
活
実
現
の
た
め
に
、
施
策
を

計
画
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
洲
市
の
昭
和
六
十
年
代
の
基
本
的

課
題
は
、
新
し
い
地
域
の
骨
組
み
を
中

心
と
し
て
、
歴
史
と
風
土
に
立
脚
し
た
、

真
に
活
力
と
魅
力
の
あ
る
都
市
マ
つ
く
り

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
生
活
に

裏
打
ち
さ
れ
た
成
熟
さ
れ
た
社
会
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
の
進

行
、
人
々
の
価
値
観
、
社
会
、
生
活
の

多
様
化
な
ど
複
雑
か
つ
厳
し
い
環
境
下

に
あ
り
ま
す
。
基
本
的
課
題
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
創

造
と
自
立
の
精
神
を
相
互
連
帯
に
よ
っ

て
結
集
し
、
具
体
的
な
行
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
前
提
の
も

と
に
、
一
一
十
一
世
紀
に
向
っ
て
設
定
す

べ
き
目
標
と
そ
の
主
要
な
方
法
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
拠
点
都
市
と
し
て

大
洲
市
は
、
県
都
松
山
の
西
南
に
位

置
し
、
東
西
十
九
キ
ロ
灯
、
南
北
二
十

一
キ
ロ
灯
、
面
積
二
百
四
十
-
九
三
平

方
キ
ロ
げ
で
、
愛
媛
県
の
四
・
二
五
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

自
然
条
件
に
恵
ま
れ
肥
沃
な
土
地
、

肱
川
を
中
心
と
す
る
登
か
な
水
資
源
を

持
ち
、
古
く
か
ら
政
治
・
経
済
・
文
化

の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
継
承
し
て

き
ま
し
た
。

自
動
車
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
交

通
拠
点
と
し
て
の
重
一
要
性
が
ま
す
ま
す

大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生
活
圏

の
拡
大
に
伴
い
、
市
子
に
お
け
る
高
度

の
産
業
文
化
都
市
へ
発
展
す
る
可
能
性

を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
六
十
年
代
に
お

い
て
は
、
大
洲
市
は
、
地
方
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
の
集
積
を
図
り
つ
つ
、

他
地
域
と
の
有
機
的
な
関
連
を
緊
密
化

し
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
計
画
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人

口人
口
は
都
市
機
能
の
集
積
、
拠
点
性

の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
昭
和
七
十
年
に

は
四
万
五
千
人
の
規
模
に
達
す
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
年
齢
構
成
で
は
、

平
均
寿
命
の
伸
び
、
出
生
率
の
低
下
な

ど
に
よ
り
、
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

経

済経
済
の
基
調
は
、
今
後
長
期
に
わ
た

り
低
成
長
で
推
移
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
大
洲
市
を
支
え

る
産
業
は
、
広
域
交
通
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
充
実
し
、
人
口
の
増
加
な
ど
に

と
も
な
い
、
新
し
い
分
野
の
サ
ー
ビ
ス

部
門
が
発
展
し
、
第
二
-
次
産
業
の
伸
展

と
と
も
に
よ
り
高
次
な
産
業
の
集
積
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
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ずおお

ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ
る

市
民
生
活
の
実
現

広報

都
市
ぃ
つ
く
り
の
基
本
理
念

ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ
る
市
民
生

活
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
生
活
優
先
の

原
則
に
基
づ
き
「
ぷ
と
緑
の
豊
か
な
市

民
都
市
し
を
基
本
理
念
と
し
て
都
市
♂
つ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
次
の
間
つ
の

都
市
像
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

トワーク図

ー
、
快
適
で
ゆ
と
り

の
あ
る
住
み
よ
い

都
市
づ
く
り

地域構造ネッ

至八幡i且

れ
た
努
力
を
継
承
し
つ
つ
、
大
洲
市
の

諸
条
件
に
対
応
す
る
新
し
い
地
域
を
創

造
し
て
い
く
の
が
、
昭
和
六
十
年
代
に

む
け
る
責
務
で
す
。

共
体
的
方
向
は
次
の
と
む
り
で
す
。

土
地
利
用
の
体
系
化

仰
い
川
つ
く
り
の
は
標
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
凶
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
地
は
、
羽
花
お
よ
び
将
米
に
む
け

る
市
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資
源
で
す
。

仲
仁
川
む
よ
び
生
産
を
通
じ
諸
活
動
の
共

通
の
基
盤
と
し
て
、
体
系
的
な
布
効
利

用
を
凶
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
土
地
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
仁
地
利
用
川
酬
に
基
づ
き
木
市

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
市
全
体
と
し

て
秩
序
あ
る
効
率
的
な
体
系
の
確
L

止
が

必
要
で
す
。
交
通
体
系
の
整
備

至宇和島

川
山
山
縦
百
什
動
車
道
の
早
期
完
成
を

促
進
す
る
と
と
も
に
し
八
洲
バ
イ
パ
ス
の

け
十
期
完
成
を
凶
り
、
市
街
地
の
交
通
渋

滞
を
解
消
し
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
道
、

市
泣
の
、
主
要
路
線
の
改
良
舗
装
、
都
市

街
路
の
整
備
、
農
林
道
の
新
設
を
行
い

広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
道

路
交
通
の
安
全
と
利
便
を
図
り
ま
す
。

自
然
の
保
全

水
と
緑
の
豊
か
な
天
恵
の
自
然
は
、

大
洲
市
の
か
け
が
え
の
な
い
特
性
で
す
。

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の

保
全
に
努
め
、
有
効
な
利
用
条
件
の
整

備
を
凶
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
環
境
実

現
の
た
め
、
住
宅
の
確
保
、

k
・
下
水

道
の
整
備
、
ご
み
・
し
尿
処
理
な
ど
市

民
の
出
住
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

市
民
安
全
の
確
保

市
民
の
生
命
、
財
産
を
白
然
災
害
や

火
災
な
ど
か
ら
守
り
、
生
活
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
国
・
県
関
係
団
体
と

の
山
政
情
な
連
携
の
も
と
に
、
市
民
の
参

加
を
得
な
が
ら
交
通
安
全
、
消
防
救
急
、

白
然
災
害
、
防
犯
な
ど
の
防
災
対
策
を

拡
充
し
ま
す
。

2
、
活
力
あ
る

豊
か
な
生
産
都
市

づ
く
り

中小と
uw
の
環
境
の
中
で
、
す
べ
て
の

産
業
が
深
く
ム
お
互
い
に
関
連
を
保
ち
つ

つ
、
地
域
に
内
在
す
る
生
産
力
を
最
高

度
に
発
揮
で
き
る
産
業
シ
ス
テ
ム
の
形

成
に
よ
っ
て
、
個
性
豊
か
な
商
業
都
市

の
形
成
を
凶
り
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

農
林
業
は
、
大
洲
市
産
業
の
中
核
と

し
て
最
も
基
本
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
更
に
経
済
生
産
力
の
み
な
ら
ず

生
活
空
間
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
、

す
べ
て
の
市
民
生
活
に
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
ま
す
。

主
要
な
課
題

-
革
新
技
術
の
導
入
に
努
め
、
高
能
率

経
営
の
臼
立
農
家
を
中
心
に
、
計
画
生

産
販
売
体
制
を
確
立
し
、
銘
柄
産
地
化

を
図
る
0

・
自
給
的
生
産
及
び
加
工
を
再
評
価
し
、

消
費
者
が
生
産
地
に
い
る
利
点
を
享
受

し
、
域
内
生
産
流
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
図
る
。

工

業

の

振

興

工
業
は
、
域
内
に
お
け
る
一
雇
用
を
拡

大
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
経
済
発

展
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
大
洲
市
は
、
昭
和
六
十
年
代
に
、

拠
点
都
市
と
し
て
環
境
が
変
化
し
、
ま

た
、
域
内
の
社
会
構
造
が
進
展
し
、
第

二
次
産
業
立
地
へ
の
条
件
を
整
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

主
要
な
課
題

・
第
一
次
わ
よ
び
第
三
次
産
業
と
緊
密

な
連
携
の
も
と
に
、
地
域
技
術
の
開
発

に
努
め
、
域
内
生
産
物
を
原
料
と
す
る

特
色
あ
る
製
品
を
造
る
。

-
工
場
立
地
基
盤
を
整
備
し
、
新
規
誘

致
企
業
の
立
地
を
促
進
し
、
産
業
構
造

の
高
度
化
を
図
る
。

4一

商

業

の

振

興

情
報
社
会
で
は
、
拠
点
都
市
の
条
件

は
、
二
一
次
産
業
の
集
積
で
す
。
六
十
年

代
の
環
境
変
化
と
都
市
構
造
の
進
展
、

行
動
の
広
域
化
は
、
二
一
次
産
業
が
よ
り

強
い
影
響
を
与
え
ま
す
。



主
要
な
課
題

・
都
市
の
再
整
備
、
街
路
な
ど
の
基
盤

整
備
に
あ
わ
せ
て
、
臼
主
活
動
を
強
化

し
、
商
業
活
動
の
地
域
的
シ
ス
テ
ム
化

を
図
る
。

-
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
し
、
観
光
産

業
の
振
興
を
図
る
。

-
地
場
産
業
の
振
興
と
内
陸
型
先
端
技

術
産
業
の
誘
致
な
ど
、
新
し
い
産
業
の

育
成
に
努
め
る
。

-
富
士
山
公
園
、
肱
川
緑
地
公
関
、
運

動
公
開
、
市
民
憩
い
の
森
な
ど
を
生
か

し
た
花
と
緑
の
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク
を
形
成

し
、
観
光
資
源
の
開
発
、
観
光
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
拡
大
な
ど
を
図
る
。

3 

健
康
で
幸
せ
に

暮
せ
る

都
市
づ
く
り

ず

わ
た
し
た
ち
の
根
本
的
な
願
い
は
、

い
か
に
し
て
、
よ
り
生
き
が
い
と
ゆ
と

り
の
あ
る
生
活
を
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
意
味
で
、
安
定
し
た
産
業

の
展
開
は
、
そ
れ
を
支
え
る
条
件
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

近
年
の
社
会
変
化
は
、
伝
統
的
な
暮

し
方
を
根
本
的
に
変
え
ま
し
た
c

持
家

族
化
、
高
齢
化
へ
の
移
行
、
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
新
し
い
社

会
の
仕
組
み
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
は
、

六
十
年
代
の
重
要
な
課
題
で
す
。

おお広報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

人
間
性
豊
か
な
社
会
を
め
ざ
し
、
市

民
の
創
意
と
連
帯
感
に
支
え
ら
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
自
ら
の
ま
ち
は
白
ら
の
子
で
つ
く

る
」
と
い
う
自
治
意
識
を
高
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

住
み
よ
い
近
隣
社
会
の
形
成
を
促
進
い

た
し
ま
す
。社
会
福
祉
の
充
実

多
様
化
、
高
度
化
す
る
福
祉
需
要
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
自
助
努

力
を
尊
重
し
つ
つ
、
福
祉
活
動
と
の
連

携
を
強
め
、
き
め
細
か
い
福
祉
対
策
を

積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

地
域
福
祉
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
、
地
域
社
会
で
支
え
合
う
愛
情

あ
る
福
祉
の
風
土
守
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

児
童
福
祉
児
童
が
心
身
と
も
健
や
か

に
育
つ
よ
う
、
家
庭
・
地
域
社
会
・
学

校
・
行
政
が
一
体
と
な
り
児
童
の
福
祉

向
上
に
努
め
ま
す
。

心
身
障
害
者
福
祉
人
権
尊
重
を
基
本

に
、
障
害
者
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
、
各
種
制
度
の
充
実
と
発
生
予
防
、

早
期
発
見
・
措
置
に
努
め
ま
す
。

高
齢
化
へ
の
対
応

高
齢
化
問
題
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
問
題
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、

全
世
代
に
か
か
わ
る
社
会
問
題
と
し
て

と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
心
身
と
ゐ
健
全
で
、
豊
か

な
老
後
が
送
れ
る
よ
う
、
多
様
化
す
る

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
社
会
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
つ

く
り
に
重
点
を
む
い
て
、
社
会
参
加
晶
子

趣
味
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
交

流
の
場
を
総
合
的
、
地
域
的
に
整
備
し

ヰ
品
」

9
0

こ
の
他
に
も
、
吋
子
寡
婦
・
父
子
の

福
祉
、
財
人
の
地
位
向
k
、
地
域
改
葬

対
策
、
市
民
の
健
康
保
持
の
増
進
、
消

拘
民
生
活
の
安
定
と
向
し
し
な
ど
に
つ
い
て

そ
れ
そ
れ
日
標
、
課
題
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

「一一

4
、
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
む

文
化
都
市
づ
く
り

地
域
文
化
は
、
住
人
の
精
神
・
物
的

生
活
の
あ
り
方
で
す
。
大
洲
市
は
、
豊

か
な
白
然
と
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
誇

り
う
る
地
域
文
化
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
-
社
会
変
化
は
、
地
域
社
会

を
多
様
化
さ
せ
、
人
生
を
五
十
年
か
ら

八
十
年
に
変
え
つ
つ
み
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
変
化
は
、
地
域
社
会
の
拡
散
に
つ

な
が
り
ま
す
。

六
十
年
代
の
課
題
は
、
伝
統
と
歴
史

を
ふ
ま
え
、
新
し
い
地
域
文
化
の
継
承

と
展
開
を
凶
る
こ
と
で
す
。

社
会
環
境
の
向
上

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
義
務
教
育

な
ど
に
つ
い
て
、
施
設
の
整
備
、
内
容

の
充
実
を
図
り
、
将
来
の
大
洲
市
を
担

う
人
間
性
豊
か
な
市
民
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

住
民
・
行
政
が
一
体
と
な

市
民
参
加
の
都
市
づ
く
り

行
政
の
近
代
化

増
大
す
る
行
政
需
要
に
対
処
す
る
た

め
、
行
政
組
織
機
構
の
近
代
化
、
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な
ど
を
行
い
、

住
民
に
密
差
し
た
行
政
機
能
と
し
ま
す
。

財
政
運
営
の
合
理
化

財
政
の
健
全
性
を
堅
持
す
る
ゐ
方
、

国
・
県
費
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
り
、

効
率
的
な
財
政
運
営
を
同
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
同

和
教
育
を
推
進
し
、
竺
涯
学
習
の
条
件

整
備
を
進
め
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、

全
市
民
の
責
務
で
す
。

青
少
年
が
豊
か
な
個
性
と
協
調
性
を

身
に
つ
け
、
自
律
の
精
神
を
培
い
、
社

会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、

地
域
社
会
、
学
校
、
行
政
が
一
体
と
な

り
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

市
民
参
加
の
都
市
ゃ
つ
く
り

市
民
の
行
政
参
加
と
分
担

住
民
自
治
の
原
点
・
自
立
自
助
の
精

神
を
基
本
に
、
市
民
、
行
政
、
団
体
な

ど
が
主
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
・
協
力
し
目
標
達
成
に
努
め
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

地
域
の
時
代
を
主
導
す
る
人
材
の
確

保
を
図
り
、
発
展
の
和
一
い
子
と
な
る
青

少
年
の
育
成
と
活
用
を
図
る
な
ど
を
基

盤
に
市
民
都
市
a

つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

高
度
情
報
化
社
会
へ
の
行
政
対
応

新
し
い
地
域
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
確

立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
進
展
す
る
高

度
情
報
化
社
会
に
も
対
応
し
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

市
民
文
化
の
振
興

文
化
視
点
に
た
っ
た
行
政
を
進
め
る

こ
と
は
、
時
代
の
要
請
で
す
。
大
洲
市

に
は
、
長
い
歴
史
と
文
化
が
あ
り
、
市

民
は
伝
統
的
に
個
性
豊
か
な
教
養
を
身

に
つ
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
民
が
日
市
生
活
の
中
で
、

精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
豊
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
市
民
文
化

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

っ
て

5一

広
域
化
へ
の
対
応

市
民
の

H
常
生
活
は
、
行
政
区
域
を

越
え
て
行
わ
れ
ま
す
。
大
洲
市
は
、
阿

国
西
部
の
内
陸
交
通
の
要
衡
、
ま
た
、

肱
川
流
域
の
中
核
都
市
を
ふ
ま
え
て
、

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
圏
と
連

携
し
、
市
域
を
越
え
る
広
域
的
事
業
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。



ずお

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

お広報

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
年
末
調

整
で
精
算
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
確
定
申
告
は
関
係
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税

が
戻
っ
て
き
ま
す
。

雑
員
控
除
~
劃
日
制
岳
町
一

「
ー
瞳
九
一
占
同
明
一
品
川
|
一

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
、
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受
け
、
そ
の
損
害
額

(
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を

除
く
)
が
そ
の
年
の
所
得
金
額
の
一

O

%
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
部
分
の
金

額
が
雑
損
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
。

な
お
、
損
害
額
に
は
豪
雪
地
帯
に
お

け
る
雪
降
ろ
し
の
費
用
な
ど
も
含
ま
れ
、

こ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
五
万
円
を

超
え
る
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

医

霊

控

除

語

気

司

自

」

主

4
ヵ
ヵ
ゅ
に
山
川
市
沼
」

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
多
額
の
医
療

費
(
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

を
除
く
)
を
支
払
い
、
そ
の
額
が
五
万

円
ま
た
は
そ
の
年
の
所
得
金
額
の
五
%

の
い
ず
れ
か
少
な
い
ほ
う
の
額
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
部
分
の
金
額
が
医
療

費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
は
、
医
療
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
取
得
控
除
一
家
を
新
築
し
た
り
一

(
慢
佐
官
一

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
す
る
際
、

民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー

ン
の
融
資
を
受
け
る
な
ど
、
一
定
の
要

件
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
住
宅
取
得
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
は
入
居
し
た
年
か
ら
て
一
年

間
に
わ
た
っ
て
所
得
税
額
か
ら
一
定
額

が
差
し
引
か
れ
ま
す
0

0

0

 

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取

得
控
除
な
ど
に
よ
る
還
付
申
告
は
、
一

般
の
確
定
申
告
が
始
ま
る
二
月
十
六
日

よ
り
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
場
合
は
、
お
近
く
の
税
務
相

談
室
ま
た
は
税
務
署
で
お
尋
ね
く
だ
さ

確定申告しなければいけない場合

次のようなときは、サラリーマンでも碓定

申告しなければなリません A

.①給与の年収が1，500万円を超えるとき

.②給与所得や退職所得のほかに20万円を超え

る所得があるとき

:③ 2か所以上から給与をもらっているとき

;④同族会社の役員などで、その会社から給与

のほかに貸付金の利子、庖繍・工場などの

賃貸料、機械の使用料なとの支払いを受け

てC¥るとき

⑤災害を受け、昭和59年の給与について災害

減免/去により、源泉徴収の楢予や源泉徴収、

税額の還付を受けたとき。。。
所得税の確定申告の期間は、 2月16日方¥ら

3月15日までて'す。正しい申告と納税を期限

内に済ませましょう。

11 9番への通報は
落ち着りて正確に

正確な通報は、素早い消火活動や負傷者の

応急処置、病院への搬送を円滑に実施するた

めに不可欠です。特に、火災の種類や規模に

よって必要となる消防車両の種類、台数など

を即時に判断し、的確な出動を行うためには、

その判断のもととなるあなたの正確な通報ガ、

ぜひとも必要なのです。

だれもがいって"も「落ち着いてJ r正確な」

通報ができるよう、家庭の電話機のそばには

住所、目標、氏名、および電話番号を日ごろ

から備えつけておきましょう。

火災や事政を発見したら、あなたはまず何

をしますか?---1年間に火災や毅急のため

に出動する消防用自動車は、全国で延べ 200
万回以上!こも上りますが、そのほとんどは 119
番への通報によるものです。

あなたもいつか、 119番ヘ通報する場面に
出合うかもしれません。

消防ポンプ白動車や救急車ガ一刻でも早<

現場に到着し、効果的な活動をする定めには、

場所・目標・火災や負傷者の状況芯どを「落

ち着いて...1 r正確に」通報していただくこと

が大切です。
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国
籍
法
・
一
戸
籍
法
が
変
わ
り
ま
す

ず

今
年
一
月
一
日
か
ら
、
国
籍
法
と
戸

籍
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
点
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー
、
父
母
両
系
主
義
の
採
用

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
生
ま
れ

た
時
に
父
が
日
本
人
で
な
け
れ
ば
、
そ

の
子
は
日
本
人
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
月
一
日
か
ら
は
生
ま
れ
た
時

に
父
母
の
一
方
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、

そ
の
子
は
日
本
人
に
な
り
ま
す
。

2
、
届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得

国
際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
の
子

で
、
一
月
一
日
に
二
十
歳
未
満
で
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件
の
下

で
、
施
行
後
三
年
間
に
限
り
法
務
局
に

届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍

を
取
得
で
き
ま
す
。

3
、
国
際
結
婚
を
し
た
人
の
氏
の
変
更

外
国
人
と
結
婚
し
て
も
、
結
婚
し
た

日
本
人
の
氏
が
変
わ
ら
な
い
の
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
改
正
法
は
そ

の
人
が
希
望
す
る
と
き
は
、
結
婚
の
日

か
ら
六
か
月
以
内
に
市
長
に
届
け
出
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
配
偶
者
と

同
じ
氏
を
名
の
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

4
、
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
囲
の

拡
大

国
籍
の
留
保
制
度
と
い
う
の
は
、
例

え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
の
よ
う
に
、
自
国
内
で
生
ま
れ
た

おお広報

人
に
白
籍
を
与
え
る
こ
と
と
し
て
い
る

国
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
二
重
国
籍

に
な
っ
た
子
は
、
日
本
の
国
籍
を
留
保

す
る
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
日
本
国
籍

を
失
う
と
い
う
制
度
で
す
。

出
生
に
よ
り
二
重
国
籍
と
な
っ
た
場

合
に
、
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
け
出
を

必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

5
、
帰
化
条
件
の
改
正

山
日
本
人
と
結
婚
し
た
外
国
人
の
帰
化

条
件
(
帰
化
す
る
た
め
の
最
低
限
の

条
件
)
そ
の
外
国
人
が
夫
で
あ
る
か
妻
で

あ
る
か
で
、
居
住
の
条
件
な
ど
に
差

異
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
同
一

に
し
て
、
二
一
年
以
上
国
内
に
は
居
住
し

て
い
る
こ
と
(
結
婚
が
一
二
年
以
上
続

い
て
い
る
場
合
は
、
一
年
以
上
国
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
)
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

間
帰
化
申
請
者
本
人
の
独
立
の
生
活
能

力
条
件
原
則
と
し
て
、
世
帯
単
位
で
生
活

能
力
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

間
重
国
籍
防
止
条
件

帰
化
の
時
に
外
国
の
国
籍
を
失
う

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
重
国
籍
防
止

条
件
に
つ
い
て
も
、
特
別
の
事
情
が

あ
る
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
帰
化

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す。

人
工
透
析
新
鋭
機
種
を
導
入

大洲病院より

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
へ
良
質
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

A
7
年
度
、
人
工
透
析
の
新

鋭
機
種
を
導
入
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
還
元
融
資
に
よ
り

千
二
百
六
十
万
円
を
か
け
購

入
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
装
置
は
、
腎
臓
機
能
が
低
下
し

て
い
る
人
に
対
し
て
血
液
透
析
を
行
い
、

腎
臓
の
果
た
す
役
割
を
代
行
し
手
助
け

す
る
機
器
で
す
。

機
器
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
0

0
人
工
透
析
液
供
給
装
置
(
十
二
人
用
)

O
患

者

監

視

装

置

四

台

O
白
動
再
生
純
水
装
置
一
式

廃
車
手
続
き
は

お
早
め
に

自
動
車
・
軽
自
動
車
・
原
付
自
転
車

な
ど
の
廃
車
手
続
き
は
、
三
月
に
な
る

と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。
車
種
に
よ
り
手
続
き
場

所
が
違
い
ま
す
。
次
の
所
へ
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
手
続
き
で
き
る
の
は
、
原

動
機
付
自
転
車
と
小
型
特
殊
自
動
車
で

す
。
印
か
ん
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

O
普
通
車

陸
運
事
務
所
笠
鉱
山
只
材
課

E
0
8
9
9
@
1
5
6
2
 

0
軽
自
動
車

軽
自
動
車
協
会

E
0
8
9
9
③
6
7
3
0
 

0
原
動
機
付
自
転
車
な
ど

市
税
務
課

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
3

第

2
回
大
洲
市

健
康
マ
ラ
ソ
ン

2
月
間
日
同
叩
時

1

申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

社
会
教
育
体
育
課
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
8

一
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

一

⑮

7
7
0
0

二
歴
史
の
散
歩
道
」

中
江
藤
樹
先
生
に
つ
い
て

昨
年
の
十
二
月
一
日
か
ら
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
中
江
藤
樹
先
生

の
足
跡
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ほ

ぽ
十
日
に
一
度
内
容
を
変
え
、
藤
樹
先

生
の
歴
史
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、

2
月
1
日
l
m
口
鞍
骨
薬
(
く
ん
こ

う
や
く
)
①

2
月
H
E
l
m
H
O

②

2
月
白
日
i
n
口
一
家
老
の
夜
話

3
月
1
口
1
日
日
…
一
千
聞
に
励
む

3
月
日

H
i
初
日
大
洲
に
ま
か
れ
た

…一f
問
の
種

以
下
、
「
大
肝
了
作
L

・
「
母
を
訪
ね

て
」
・
「
吋
を
迎
え
に
L

・
「
脱
議
へ

の
道
①
・
②
L

・
「
近
江
に
む
け
る
母

と
の
生
活
」
・
「
村
人
の
教
導
し
な
ど

と
続
い
て
い
き
ま
す
。

大
洲
の
偉
大
会
村
人
の
足
跡
を
勉
強

さ
れ
た
い
人
な
ど
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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お

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

特
別
給
付
金
を
支
給

盆

ずお広報

次
に
該
当
す
る
人
は
、
も
れ
な
く
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

V
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
O
昭
和
五
十
九
年
度
継
続
分

昭
和
四
十
九
年
に
特
別
給
付
金
「
と

号
L

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人
。

O
昭
和
五
十
九
年
戦
傷
分

昭
和
四
十
九
年
に
第
二
回
特
別
給

付
金
「
ち
口
巧
」
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人
。

O
昭
和
五
十
九
年
度
再
継
続
分

昭
和
四
十
九
年
に
第
四
回
特
別
給

付
金
「
ろ
号
」
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人
。

V
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金

O
昭
和
五
十
九
年
度
継
続
分

昭
和
四
十
九
年
に
第
二
回
特
別

給
付
金
「
ち
口
汚
L

の
受
給
権
を
取

得
し
た
人
。

V
戦
没
者
の
父
母
な
ど
に
対
す
る
特
別

給
付
金

。
昭
和
五
十
九
年
度
継
続
分
及
び
再

継
続
分
昭
和
五
十
四
年
に
第
三
回
特
別

給
付
金
「
ぬ
口
吉
、
又
は
第
五
回
特

別
給
付
金
「
と
口
方
L

の
受
給
権
を

取
得
し
た
人
。

O
昭
和
五
十
九
年
度
再
々
継
続
分

昭
和
五
十
四
年
に
第
七
回
特
別

給
付
金
「
ろ
口
可
し
の
受
給
権
を
取

得
し
た
人
。

前
面
の
特
別
給
付
金
を
時
効
完
成
に

よ
り
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
今
回

対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
細
か
い
受
給
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
5

愛
媛
県
老
人
福
祉
課

官

0
8
9
9
⑪
0
0
0
8

母
子
家
庭
の

医
療
費
助
成

一
部
が
変
わ
り
ま
す

母
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
が
、
今
年

一
月
一
日
か
ら
次
の
人
に
つ
い
て
も
対

象
に
な
り
ま
し
た
。

。
会
社
づ
と
め
(
被
用
者
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
)
を
し
て
い
る
、
母
チ

家
庭
の
母
親
な
ど
。

今
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
母
親

子
供
と
も
に
、
医
療
費
助
成
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
被
用
者
保
険
(
会
社
づ

と
め
を
し
て
い
る
人
)
に
加
入
し
て
い

農
業
セ
ン
サ
ス
調
査
に
ご
協
力
を

昭
和
六
十
年
二
月
一
日
現
在
で
農
業

セ
ン
サ
ス
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
農
業
の
基
本
構
造
と
そ

の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
調
査
員
が

農
家
の
み
な
さ
ん
の
わ
宅
や
農
業
事
業

体
を
訪
問
し
て
調
査
す
る
も
の
で
、

「
農
業
の
国
勢
調
査
し
に
あ
た
る
調
査

で
す
。農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、
的
確
な

農
業
施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
、
国
・

県
・
市
の
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
む

願
い
し
ま
す
c

な
お
、
こ
の
調
査
で
調
べ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

あ
り
、
外
部
に
漏
ら
し
た
り
脱
金
対
策

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

る
母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
子
供
の
み
助

成
対
象
で
し
た
。
今
回
の
改
正
で
、
母

親
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
に
該
当
す
る

人
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

。
児
童
を
監
護
し
、
そ
の
者
の
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子

。
監
護
を
受
け
、
そ
の
者
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
児
童

O
そ
の
他
市
長
が
母
チ
家
庭
に
準
ず
る

と
認
め
る
も
の

O
両
親
が
死
亡
、
又
は
遺
棄
さ
れ
た
児

童
C
前
年
に
お
い
て
所
得
税
が
非
課
税
と

な
っ
た
世
帯

該
当
す
る
人
は
、
保
険
衛
生
課
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市

保
険
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
6
1

国
際
障
害
者
年
記
念
講
演

演
題
「
福
祉
の
心
」

安
西
愛
子
先
生

(
参
議
院
議
員
)

講;
自iP

日
時

二
月
十
六
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

I
ル

場
所障

害
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
認
識
を
深

め
、
社
会
参
加
を
凶
っ
て
い
く
た
め
に

多
数
の
参
加
を
む
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
福
祉
事
務
所

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5

ヨコ N
吊FH
臼1-&"
Eきテ
命歌ヒ
玄謡 L
謁天
墾圏
直lとー

「
勝
ち
抜
き
歌
謡
天
国
L

の
公
開
録

画
が
三
月
十
日
間
、
大
洲
市
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
歌
に
自
信
の
あ
る
入
、

作
曲
家
の
レ
y
ス
ン
を
受
け
て
み
た
い

人
は
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

O
得
意
な
曲
二
曲
二
番
だ
け
)
カ
ラ
オ

ケ
で
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

写
真
、
履
歴
書
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
も
お
忘
れ
な
く
。

O
送
り
先

〒

7
9
0

松
山
市
堀
ノ
内
五

N
H
K
「
勝
ち
抜
き
歌
謡
天
国
」
係

官

0
8
9
9⑪
4
1
2
1

O
締
め
切
り

昭
和
的
年
1
月
目
白

入
場
申
し
込
み
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
で
、

2
月
お
口
ま
で
に
、

前
記
宛
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
で
す
。

8 

2
月
げ
日

大
洲
市
青
年
文
化
祭

2
月
口
日
側
、
大
洲
市
民
会
館
で

大
洲
市
連
合
青
年
団
主
催
の
「
第
日

回
大
洲
市
青
年
文
化
祭
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
連
合
青
年
団
結
成

却
周
年
を
記
念
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



開
れ
し
か

tF重
窪

体
を
ふ
き
始
め
る
前
に
、
室
温
は
摂

氏
二
十
度
以
上
に
し
、
看
護
人
の
子
も

温
め
て
お
き
ま
す
。
暑
い
日
で
も
風
に

当
た
る
と
、
漏
れ
た
体
は
冷
え
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

用
意
す
る
も
の

V
毛
布
ま
た
は

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
:
:
:
体
を
覆
う

マ
パ
ス
タ
オ
ル
j
i
-
-
-
ふ
く
部
分
の
周

り
を
覆
う

V
お
し
ぼ
り
タ
オ
ル
・
・
・
石
け
ん
用
と
お

湯
ぶ
き
用
二

1
二一枚

V
浴
用
タ
オ
ル
・
・
・
:
・
水
気
を
取
る

V
洗
面
器
・
・
・
:
・
:
・
石
け
ん
用
と
お
湯
ぶ

き
用
二
つ

V
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ま
た
は
ド
ラ
イ

ヤ
ー
-
・
・
:
・
:
・
:
・
背
中
を
乾
か
す

V
石
け
ん

V
タ
ル
カ
ム
・
パ
ウ
ダ
ー
(
て
ん
か
粉
)

，3¥ 

を

方

ず

次
の
A
か
ら
D
を
繰
り
返
す

A
一
ふ
く
部
分
の
周
り
を
パ
ス
タ
オ
ル

で
覆
う

B
一
わ
し
ぼ
り
タ
オ
ル
に
石
け
ん
を
つ

け
で
わ
く

C
一
別
の
わ
し
ぼ
り
タ
オ
ル
に
お
湯
を

おお広報

⑨ 

含
ま
せ
、
石
け
ん
分
を
ふ
き
取
る
o

D
一
浴
用
タ
オ
ル
で
水
気
を
取
る
。

購璽霊童

床ず、れ予防にも

効果がある

ふ
く
顕
序

①
踊
と
腹
胸
は
一
屑
の
方
向
へ
、
腹
は

「
の
」
の
字
を
描
く
よ
う
に
ふ
く
。

②
腕
子
首
か
ら
つ
け
根
に
向
か
っ
て

〉

MV
②
腕
子
首
か
ら
つ
け
根
に
向
か
っ
て
叩

ふ

く

。

吋

安
問
中
と
腰
腰
は
朝
夕
、
あ
る
い
は
一

失
禁
の
み
っ
た
と
き
に
部
分
ぶ
き
を
。
一

床
ず
れ
が
起
こ
り
そ
う
な
と
き
は
、
間

四
時
間
お
き
く
ら
い
に
ふ
く
と
よ
い
。
一

ふ
き
終
わ
っ
た
ら
消
毒
用
ア
ル
コ

l
れ

ル
を
子
に
取
っ
て
つ
け
る
か
、
ド
ラ
一
人
聞
は
、
だ
れ
で
も
か
け
が
え
の
な

イ
ヤ
l
の
温
風
で
乾
か
し
て
か
ら
パ
叩
い
も
の
で
す
。
し
か
も
、
幸
せ
に
生
き

ウ
ダ
i
を
子
に
つ
け
て
マ

y
サ
l
ジ
一
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

す

る

。

一

こ

の

か

け

が

え

の

な

き

ゃ

願

い

を

故

④
足
時
を
立
で
さ
せ
、
片
手
で
足
立
忌
に
お
と
し
入
れ
よ
う
と
す
る
の
が
、

首
を
ド
か
ら
す
く
う
よ
う
に
持
ち
、
一
「
差
別
し
で
す
。

足
首
か
ら
も
も
の
つ
け
根
に
向
か
っ
…
例
え
ば
、
就
職
の
時
、
本
人
の
適
性

て
ふ
く
。
ふ
き
終
わ
っ
た
ら
、
パ
ウ
で
や
能
力
と
は
関
係
の
な
い
本
籍
や
身
元

ダ
ー
を
子
に
取
り
、
足
首
か
ら
上
に
山
を
調
査
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
採
用
を
拒

向
か
っ
て
マ

y
サ
ー
ジ
す
る
。
一
否
す
る
場
合
、
本
人
の
か
け
が
え
の
な

宮
北
先
足
先
は
、
ふ
く
よ
り
少
し
ぬ
一
さ
や
願
い
を
故
意
に
侵
し
た
こ
と
に
な

る
め
の
湯
を
は
っ
た
洗
面
器
に
入
れ
一
り
ま
す
。
ま
た
、
人
を
評
価
す
る
場
合

て
洗
う
ほ
う
が
よ
い
。
一
に
、
学
校
の
成
績
や
職
業
が
あ
た
か
も

洗
い
終
わ
っ
た
ら
よ
く
ふ
い
て
、
…
人
間
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え

爪
が
の
び
て
い
た
ら
切
り
、
や
す
り
…
て
故
意
に
人
権
を
無
視
し
た
扱
い
を

を

か

け

る

。

一

す

る

こ

と

も

「

差

別

し

に

あ

た

り

ま

し

引
ょ
う
。
「
差
別
L

と
は
人
権
を
無
視
す

一

そ

の

ほ

か

の

注

意

二

る

こ

と

で

あ

り

、

人

を

社

会

的

に

疎

外

ー

ー

l
i
l
i
-
-
lー

-
J
Zる
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
o

v空
腹
時
、
満
腹
時
を
避
け
、
排
池
も
一
し
た
が
っ
て
「
部
落
差
別
し
と
は
、
た

す
ま
せ
て
か
ら
ふ
く
。
一
ま
た
ま
あ
る
地
区
に
生
ま
れ
た
と
い
う

V
背
中
は
、
床
ず
れ
を
防
ぐ
意
味
か
ら
一
だ
け
で
、
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
る
こ
と

も
、
で
き
れ
ば
毎
日
ふ
く
。
一
と
い
え
ま
す
o

v病
気
の
と
き
は
、
医
師
の
許
可
を
得
…
「
差
別
し
と
は
、
人
権
を
無
視
さ
れ

る

。

一

て

い

る

か

ど

う

か

の

見

極

め

が

な

さ

れ

一
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
差
別
と
は
何

出
か
の
議
論
を
つ
く
し
て
、
互
い
に
合
意

の
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
て
差

;主訟開
今Uロ:毒
一jι:1ι:教
;x丈膏

No.77 

差
別
と
は

差

別

と

偏

見

② 

別
解
消
へ
の
道
が
聞
け
る
も
の
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

区
別
と
は

私
た
ち
は
、
十
人
十
色
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
個
性
や
能
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
地
域
生
活
の
状
態

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
特
性
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
る
こ
と
は
「
区
別
L

で
す
。

例
え
ば
、
子
供
の
学
習
に
お
い
て
も

そ
の
子
の
力
を
正
し
く
見
つ
け
出
し
、

適
し
た
道
を
歩
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
の
上
に
お
い
て
も
、

そ
の
人
は
何
が
適
し
何
が
で
き
る
か
を

見
極
め
位
置
づ
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
適
切
に
区
別
し

て
い
く
こ
と
は
、
能
力
を
発
見
し
、
そ

の
人
を
真
に
生
か
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
区
別
し
と

は
、
も
の
を
踏
み
に
じ
っ
た
り
、
落
し

入
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
正
し
く

位
置
づ
け
、
個
性
を
開
花
さ
せ
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

- 9一

つ
づ
く



ずおお広報

十
一
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民
館
で
、

「
業
者
と
消
費
者
の
懇
談
会
」
が
聞
か

れ
、
市
内
の
生
産
農
家
、
製
造
業
者
、

消
費
者
約
四
十
人
が
集
ま
り
、
流
通
、

消
費
促
進
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

こ
の
懇
談
会
で
は
、
大
洲
市
が
委
嘱

し
て
い
る
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
、
事

前
に
市
内
の
加
工
食
品
業
者
を
対
象
に

調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
、
食
品
業
者

や
農
家
、
流
通
業
者
な
ど
に
質
問
す
る

形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
か
ら
、
「
加
工

食
品
の
主
原
料
に
、
地
元
素
材
が
使
わ

れ
て
い
な
い
」
、
「
地
元
で
製
造
さ
れ
た

も
の
は
県
外
へ
、
県
外
の
も
の
が
地
元

へ
流
通
し
て
い
る
し
、
「
加
工
食
品
に
添

加
物
を
出
来
る
だ
け
入
れ
な
い
よ
う
に
」

な
ど
疑
問
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
笠
守
え
る
形
で
、
業
者
は
「
地

元
の
材
料
を
出
来
る
だ
け
使
い
た
い
」
、

「
銘
柄
を
見
て
買
わ
ず
、
中
身
で
買
う

消
費
者
の
努
力
が
必
要
L

、
「
地
元
商

品
コ
ー
ナ
ー
を
商
庄
に
作
る
の
も
方
法
」

な
ど
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
大
洲
市
を
発

展
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、

建
設
的
な
意
見
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

河合三郎さんに

文部大臣から感謝状

地域スポーツ指導者に対して、

毎年、文部大臣より感謝状が贈

られています。

今年は、大洲市の河合三郎さ

ん(田口・ 63歳)が選ばれ、兵

庫県明石市で感謝状の交付式が

行われました。

河合さんは、大洲体育協会理

事、大iJ十l軟式庭球連盟会長、愛
媛県軟式庭球連盟理事などの職

にあり、また全日本軟式庭球名

誉指導員として地域スポーツの

発展に貢献されています。

今回、中学生、高校生をはじ

め社会人や婦人層に及ぶ、幅広

い心技両面での指導ぶりが認め

られ、感謝状が贈られました。

訪奥

科
ギ
メ

ι一
が
よ
り
寒
い
↓
で
す
ね

船
霊
路
町
一
議
整
蕗
糞
茅
京
芸
書

さ

ん問

V
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
出
身
で
す
c

V
主
人
(
修
一
さ
ん
)
と
は
、
横
浜
市

の
職
場
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
昭
和
五

十
一
年
に
、
大
洲
市
で
結
婚
式
を
挙
げ

ま
し
た
。

V
子
供
は
、
長
男
雄
一
(
小
二
と
次

男
由
治
(
三
才
)
の
二
人
で
す
。
も
う

す
ぐ
、
三
人
目
が
生
ま
れ
る
予
定
で
す
o

v初
め
て
大
洲
に
来
た
時
、
静
か
な
所

建国記念日 2月11日

だ
と
思
い
ま
し
た
c

V
結
婚
を
し
て
、
大
洲
で
暮
し
は
じ
め

た
当
時
、
風
邪
を
良
く
ひ
き
ま
し
た
。

四
国
は
暖
か
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
藤
沢
市
よ
り
寒
い
感
じ

で
す
。
マ
言
葉
に
は
大
分
慣
れ
ま
し
た
が
、
来

た
当
時
は
、
お
年
寄
り
の
一
言
葉
が
良
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

V
冬
、
霧
の
た
め
に
口
が
当
た
ら
な
い

の
に
困
り
ま
す
が
、
伝
統
行
事
な
ど
が

残
っ
て
い
て
良
い
所
だ
と
忠
い
ま
す
o

v
子
供
は
、
素
直
で
健
康
に
育
っ
て
く

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マ
王
人
に
は
、
忙
し
い
仕
事
で
す
の
で
、

健
康
に
注
意
し
て
、
元
気
で
い
て
く
れ

る
だ
け
で
満
足
で
す
。
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新
刊
図
書
案
内

書
誌
に
掲
載
さ
れ
た
郷
土
資
料
目
録

大
洲
市
立
図
書
館
編

松
山
商
科
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録

和
漢
書
の
部
3
の
上
・
下
・
索
引

郷
土
資
料
増
加
目
録

四
園
地
区
公
共
図
書
館
連
絡
協
議
会

愛
媛
考
古
学
7

長
井
数
秋
・
他
編

松
山
市
史
料
集
4
・
8

松
山
市
史
料
編
集
委
員
会
編

教

育

者

の

生

涯

末

広

重

之

著

睡

隠

集

妻

坑

著

伊
予
三
島
市
史
上

伊
予
三
島
市
史
編
纂
委
員
会
編

四
国
地
方
電
気
事
業
史
四
国
電
力
編

土
居
町
誌
土
居
町
教
育
委
員
会
編

市
政
四
十
年
の
あ
ゆ
み

西
条
市
政
四
十
年
史
編
纂
真
会
編

川
之
江
市
誌
川
之
江
市
誌
編
さ
ん
会

戦
前
に
お
け
る
愛
媛
の
サ
ッ
カ
ー

中

村

章

著

川

柳

水

郷

川

柳

水

郷

社

ひ
た
す
ら
の
道
沖
永
荘
一
著

健
康
食
品
名
鑑
潮
流
ジ
ャ
ー
ナ
ル

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
二
宮
早
百
合
著

塩
谷
定
好
写
真
集
海
鳴
り
の
風
景

戦
後
沖
縄
経
済
史
琉
球
銀
行
編

橋

と

日

本

人

上

田

篤

著

磯

貝

一

の

生

涯

富

永

書

大

著

美
術
年
鑑
一
九
八
四
年
版
美
術
年
鑑
社

全
国
専
修
学
校
総
覧
印
年
版

専
修
学
校
教
育
振
興
会

当
p
b

ぬ
M
H
M

図

書
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ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
大
会

ロ
月
日
目
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
大
洲

子
を
つ
な
ぐ
親
の
会
が
主
催
し
、
H

ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
大
会
N

が
聞
か
れ
、
大

洲
学
園
の
児
童
な
ど
3
5
0
人
が
参
加
し
、

楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
-
人
ひ

と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ずおお広報

明るい選挙ポスター
県の優秀賞に、滝本公平君
昭和59年度明るい選挙啓発ポスターに大洲市
のノh・中学生多数か応募しましたが、滝本公平
君(蔵川小・ 5年)が県の優秀作品に選ばれま
した。

12月22日に、蔵)11小で市選管委員長から表彰
状が滝本君に手渡され、全校生徒に祝福されま

した。

第 24回大洲市駅伝
12月 1日、第24回大洲市駅伝大会が32チ ム、
295人が参加し、午後 1時30分、農高前をスター
トしました。日頃の健脚を競った結果、次のチ←

ムカ"1憂日券しました。
砂中学大抄1'1北中A IJ>-高校 1部帝京第 5A
砂同 2部大iHI農高野球部 砂一般消防署A
砂女子 大か1'/.-1ヒ中A

版画家松田薫さん
市長訪問、版画を贈る
12月24日、新進版画家松田薫さんが市長を訪
問し、臼作版画を大洲市に贈りました。松田さ

んは、大洲市三の丸出身で、多摩美大油絵科を
卒業し、東京で創作活動をしています。松山市

で個展を聞くため帰郷し、今1'11のrli長訪問とな
ったものです。

一 11

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札

参
加
希
望
者
の
受
付

昭
和
印
年
度
に
、
市
の
発
注
す
る

建
設
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格

を
得
た
い
人
は
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
の
提

出
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
法
第
幻
条

の
規
定
に
よ
る
経
営
規
模
、
そ
の
他

経
営
に
関
す
る
事
項
の
審
査
が
終
つ

で
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

-
申
込
受
付
期
間

昭
和
印
年
3
月
1
日
か
ら
3
月
白

日
ま
で

-
申
込
受
付
場
所

市
役
所
建
設
部
建
設
課

詳
し
い
こ
と
の
わ
問
い
合
わ
せ
ば

建
設
課
ま
で
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
5
0

59年中の大洲市内の交通事故

59. 1.1 ~12.31 昨年同期

1t 数 1 74 165 

負傷者 222 206 

死 者 5 4 
ノ



ず

mm
一
纏
一
セ
ン
タ
i
だ
よ
り

おお

乳
幼
児

広報

健

喜会
a"， 

実

施

日

誌

当

者

2
月
5
日
(
火
)
昭
和
白
年
9
月
生

2
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生

2
月
比
日
(
木
)
昭
和
田
年
7
月
生

2
月
四
日
(
火
)
昭
和
臼
年
3
月
生

2
月
お
日
(
火
)
昭
和
町
年
1
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
泊
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

2
月
3
日
一
大
洲
中
央
病
院

2
月
刊
日
一
宮
⑫
4
5
5
1

2
月
日
日
市
立
大
洲
病
院

宮
弘

2
1
5
1

位。3
ワ
ワ
5

2
月
口
日
一
大
洲
中
央
病
院

2
月
白
日
一
宮
⑪
4
5
5
1

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

2
月
m
H
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

2
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
宮
⑫
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

αi V 
h九 t

若

宮

岩

城

守

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

旧

処

亀

本

秀

寿

金

一

封

梅

川

同

貞

徳

金
一
封
(
拾
得
金
の
満
期
)

柏

木

山

口

多

恵

千

金
一
封
(
寄
付
金
)
中
村
大
黒
・

射
場
・
恵
美
須
医
婦
人
会

六
万
四
千
七
百
二
十
五
円
(
第
十
一

凶
文
化
祭
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ

l
収

益
金
)
帝
京
第
五
高
等
学
校
生
徒
会

二
万
円
(
子
供
み
こ
し
祝
儀
代
の
一

部
)
菅
田
町
菅
田
西
子
供
会

六
千
九
十
三
円
(
一
年
間
の
こ
ず
か

い
を
預
託
)
平
野
町
谷
本
啓
美

五
千
四
百
三
十
九
円
(
一
年
間
の
こ

づ
か
い
を
預
託
)
平
野
町
谷
本
浩
二

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
・
平
野
地
区
社

協
・
市
社
協
へ
)
阿
蔵
土
井
忠
義

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八

多

喜

鳩

岡

陳

敬

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

喜

多

山

大

塚

正

男

(
物
品
の
口
座
)

電
気
ア
ン
カ
一
立
十
三
一
個
(
大
洲
・

ご
一
の
丸
地
医
独
居
老
人
へ
)
東
大
洲

松
下
寿
電
器
産
業
労
働
組
合
一
同

寝
ま
き
二
十
四
枚
(
一
家
庭
奉
仕
員

の
訪
問
世
帯
)
大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
一
同

子
作
り
人
形
三
十
個
(
室
賠
奉
仕

員
の
訪
問
世
帯
)
西
大
洲
大
洲
幸

楽
園
一
同

車
椅
子
一
台
(
香
典
返
し
の
一
環

と
し
て
)
森
山
黒
川
フ
サ
ヱ

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

と き 2月 8日 10日寺一15日寺

2月20日ク

ところ 市役所第三会議室

俳人権相談

と き 2月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 2月 1日

2月12日

2月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

修行政相談

と き 2月16日 10時一15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談しで

くださ¥，'0 fi⑫ 3794 (玉木)
砂社会保険相談

と き 2月20日 10日寺~16日手

ところ 大が十日街工会議所

担当松山社会保険事務所

b医師・栄養士による健康相談

と き 2月28日(第4木曜日)

13時~16時

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

⑫6100) 、大洲福祉会

館(新谷E⑫ 0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

(
指
定
配
分
)

二
万
二
千
二
一
百
二
十
円
(
寄
付
金
を

八
多
喜
地
区
社
協
へ
)
八
多
喜
地
区

歌
と
踊
の
タ
ベ
の
会
(
代
)
西
岡
政
利

金
一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

六

ヶ

所

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
若
宮
公
民
館
・
若
宮
天
寿

会
・
若
宮
長
寿
会
例
市
社
協
へ
)

13時~16時

h 
ZハミL
p 内

'
凍
っ
て

県
水
が
出
な
い
時

"
6
3
6
 

凍
っ
た
と
忠
わ
れ
る
水
道
管
は
露

出
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
巻
き
、
そ

の
上
か
ら
少
し
づ
っ
熱
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
急
に
か
け
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

休日の漏水修理 (8:者~yo)
まま者業番当日月

蔵田水道庖 24-5968 2月3日

中野管工事工業 24-3792 2月10日

24-4577 

西田水道庖

~ 

(布南予水道住設2月11日圃

今
月
号
か
ら
、
表
紙
に
「
大
洲
の
先

覚
者
」
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
ま
す
。

歴
史
は
人
聞
が
創
り
、
歴
史
と
な
っ

た
過
去
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
大
洲
が
輩
出
し
た
先
覚
者
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
そ
の
一
翼
を
担
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

26-0265 

ηノ
』

24-3086 浜田ポンプ庖

2月17日

2月24日
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